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	線形及び非線形波動伝播現象の解析
	命題1.　解（3）を「実数値をとる区分的滑らかな（1）の弱解」として曲線Cを越えて延長出来た と仮定する。このとき解u(t, x)は曲線Cにそって第一種の不連続性をもたない，即ちCにそって ジャンプ不連続性をもたない。
	命題2.　D_の閉包をと記すとき，初期値問題（4）はにおいて 解をもたない。
	命題3.　初期値問題（5）はにおいて解をもたない。
	定理4.　初期値問題（1）は複素空間全体で定義された解（勿論，特異性 を含んでいる）をもつが， 実空間に制限すると（1）は実空間全体で定義された区分的滑らかな弱解をもつことが出来ない。そ してその弱解の存在領域の境界は特性曲線族の包絡線により得られる。


